
g零等韓韓韓学93g3"E8零韓韓韓韓等等韓韓尋韓増寺韓韓韓鐸韓…韓鐸韓韓韓韓韓韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓

韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓

６
０
．
。
。
ｏ
‐
Ｂ
Ｇ
・
Ｄ
Ｇ
●
■
・
○
号
“

体育心理 》
”

噸蹄
一

第2号

韓韓韓零韓等等韓蓉秒韓韓韓名榊鐸瑠零3韓鐸律83韓韓浄韓韓韓秒韓韓弱蓉鍔韓韓韓
6

リ ズ ム 教 育 に つ いてのあれこれ

広 島 大 学 福 山 分 校 沼 尻 政 子

I(1)運動によるリズム教育の指導法として、い何れも示範して行わせた。スキップはテン

先づ考えられることはテンポ感を養うことでポを変えて行うことは困難なので動作のでき
ある。タクトはリズム以前の問題であるが、るテンポにと営めた。この結果普通歩きでは

リズムの定義としての「規則的くりかえし」5才児1分間145．4才児149．5才児

:をおもえば、同一タクトで運動できるという156で男女差は殆んどなく、遅歩きでは5

ととはリズムの基本として当然考えられると才児123，4才児120，5才児109で

とである。拍手をすることから、何かを叩く、3才の女児が男児より僅かに早いが他は差が

歩く、跳ぶというように種女の運動を同一夕ない。普通とび歩きでは3才児244．4才

クトで行うことができるようにし、又異る運児217．5才児206。遅いとび歩きでは

動を組合わせても同一タクトで行なえるよう5才児195．4才児178．5才児172
に導いてゆく 。 で 遅 い と び 歩 き の5才児を除いて男女差があ

さて運醗のテンポは多くの調査にみられる外又3才児では普通のとび歩きがかけつこ

ように身体の部位、運動の方法、発育発達のになったためテンポが特に速くなっている。

程度等によってもさをざまである。スキップ・では3才児104．4才児・5才児

テンポ感を養うために与えるテンポは、幼119。で男女差は殆んどない。

児の行い易いテンポからはじめなければなら今回の調査から、歩くことは教師のテンポ

ない。大人の歩行テンポと幼児のそれとは当によって訓練されているためか、スタート時

然異なる。大人のテンポによって幼児を指導は遅いテンポであるが殆んどの幼児はそれが

しようとしても、それは労多くして効少なく、長く続かず、歩き易い自分のテンポになり教

幼児にとっては酷というものである。テンポ師が傍で号令をかけても早くなったテンポは

は同年令、同一運動においても個人差はあるなかなか戻らず、戻った者でもすぐ又早くな

が、幼児には幼児のテンポがある。各種運動る。

の中から(1)歩行、(2)とび歩き（走）、(3)スキ又スキップにおいては動きが複雑なために

ツプの三種について調査を行った。（(1)と(2)早く動くことは困難の様で教師の号令より遅

は普通テンポと遅いテンポをみた）〈なる。この調査は幼児自身のテンポを見出

調査の方法は昭和44年6月から46年6したいのであったが、教師にエっては心配し

月まで3～5才児251名、遊戯室で1分間て号令をかけてくれる方もおったが、こ＆で

歩かせその間に10歩ずつ5回計時を行った。も教師のテンポと幼児のテンポには大きな差

遅い歩き方は大股歩を示範してから歩かせ上があることが判った。（教師の号令によるテ

と同様の計測を行った。とび歩きは普通・遅ンボは採用せず）心せねばならぬ。



(2)リズム教育の指導法として、私の知ると

ころでは二つの方法がある。その一つについ

て問題を提起し意見をのべたい。

書の長短関係を理解させるために運動知覚
を利用する方法があるが、と畠では音符dを
’としてJは2倍､クは4倍の長さであり運

鋤歩くことが使われている。Jで普通に歩
きdは1歩進み2拍目は出した前脚の膝をま
4Zg．･

げるb叉oは1歩進み2．．3．．4拍はそれぞ

れ前｡横･支持脚のところへボｲﾝﾄ･する｡

で辮麓麓;墓麓瀧
であ為。もしこの時間関係を歩くことで知覚

させるならば､dは2拍の間流れる様に動く§
か叉は1歩進んでその鄙待つ。（休むのざ
はない)こうしてこそJと』及び｡の時間函
係は運動的にもはっきり知覚されるものと奪
える｡･j･2･､､;i.･･‘・報･L::･Y:塔《軽'i.:::F
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外視した3年有余に頁る挑戦を開始した。…

・・一･･．華みをかなえた彼女は、よ．り強く生き

ていみにちがい左い､糧き忘れられたエルコ

Iは傷をとどめて錆ついているC･･その他､片肺

|:しかたいことを後から知らされたSさん、な

;ど道草の想い出はよみがえる.，そうした彼等

；との妙な出合いは、体育のなんたるかを言わ

,:歩語らず教えて〈･れた。今日こうして私があ

iるのも、彼女達のお陰であるといわなければ

1麹になるよ･うにも思う。生命を蘇生する行為、

:これこそ体育の真髄なのではとさえ思われる。

1．学生時代の私は中長距離ランナーであった

､が＄･いつもどん尻であったc卒業までとうと

：うイン?カレにも出られない程、フガイナイ奴

1であった。帖佐鬼将軍の配下でのマッサージ、

飯たき等々、あの頃の私は、心の片隅で逸脱

者の悲哀をなめていた。共感者を求めながら

も､大きな曲り角を歩いていたcI.いつだった

か､女子学生とのサイクリングで､最後尾を

走っていた.ら､，［男のくせに女の尻にくっつ

いている」と運ちゃんから野次られたことが

ある。ちょっとひどすぎるなあと思ったが、

否定すべからざる妙な因果関係に気づいた。

私の域性格と研究テーマ”は思わぬところに

血脈があった。

：こうして筆を走らす今日この頃を、いつの
●● ●、●●●

日か、臨床体育心理学論考草創期の曲り角で

あったという日力勧れるであろうか。戸川さ

んの鮮風に浴した℃･身分不相応の前走的鼻唄

である。先のこと左.ど、凡夫の私にはさらさ

らわからないo楽しくもあり、悲しくもある。



に氷河のハイキングやスキーに出かけたり、

オリエンテイアリングをしにオスロ郊外のヒ

ユヲテに泊ったりした。オスロ市内に限らず、

見学した体育琉殻の殆んどに肋木があって、

よく利用されている様子である。

白夜の9時過ぎ、終日太陽にあたためられ

ていた森の湖で泳いだり、粉雪降る中で夏ス

キーをしたり…、雪を踏むのが初めてだとい

うアフリカ青年ならずとも、一種形容し難い

幸福感である。

しかし、なんといっても最高の思い出とな

ったのは、ヌトックホルムにジャズ・ジムを

習いに行った畭講師モニカ・ベックマンと

掛け合いで踊ったこと。記憶中枢への刻印。

その他、参加学生は期間中にオスロ市ホー

ルと閥王宮殿に招待され、市長やKingと

握手したり真近に話したりしたが、彼らはそ

れぞれ重要な“ホスト”役を演じられていた2

という、豪華な印象が残った．

実際私はラッキーだった。自分自身、今雀

で確かに努力してきたと言えないのに、日本

人、いや、日本女性の代表として丁重な扱い一

を受けたのだから。几帳面で勤勉な日本人の；

ひとりとしてなにかをしなければ…などと大，

見栄はきらないが、ずっと先になって思い起

こしてみた時にも「実際ラッキーであった」1
． ｜

と言えるように、努力して行かなければ…。｜
、 1

単なる「オスロの休日」に終わらせないよう1．’
．1

に。

教育心理学 会に参加して

東京教育大学杉原隆

本教育心理学会第13回総会は、10月9，う報告がなされた。注た、鑑者は、知能と運

10，11日の5日間にわたって神戸大学教動学習の問題について、知的優秀児、普通児

育学部で行なわれた。神戸大学は六甲山系のにむづかしさの異なる3つの図形の鐘映描写

中腹に位置し、校舎からは神戸港を一望のもを学習させた結果を発表した。この他の、体

とにながめることができる交字通り風光明媚育に関連したものとしては、

の地にある。東京のユモックと喧燥のなかの 高橋実子（別府大学）誕生より生熟戎で

大学に通う我々にとって、蜜ととにうらやまの身体特性間の発達速度に関す

しいかぎりである。この学会では、発表時間る研究

は1人15分、その後発表に対する質問が2近藤満代(大阪教育大）受傷傾性児の選

分間ある。そして、関連のある発表を5～7反応と運動時間の知覚

つをひとまとめにし、それらの発表と質問がの2つの発表がみられた程度である。

終ったところで約1時間の討論がなされる。発表もさることながら、1，000万ドルの夜

時間的には体育学会エリかなりゆとりがあり、景、神戸牛のステーキと楽しみの多い学会で

とくに約1時間の討論が発表をさらに実りのあった。

多いものにしている。また発表論文集も今年

の体育学会の2倍（2ページ）と多い。発表

数は約350くらいであるが、直接、身体の

運動に関するものはきわめて少い。体育関係

からは、末利氏（京都教育大）が5才から

18才玄での男女を対象として①移動光源の

速度の見趣②運動反応の速度、⑤身体運動

の知覚を鯛ら=、この5つの領域においては

5才から12才の間に顕著な発達をするとい
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